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令和3年度 日本語教育人材の研修プログラム普及事業

難民のための日本語教育初任教師養成
オンライン研修講座





日本がインドシナ難民を受け入れてから40年余り、

ＡＪＡＬＴの教師は、条約難民、第三国定住難民と

一貫して難民の方々のための日本語教育に携わっ

てきました。

その知見を活かし、本講座では、地域に広がる

「難民等の背景をもつ方々」への日本語教育・支援

について、受講生の皆さんとともに学び、考え、実践

につなげていきます。



今年度、初任教師養成研修プログラムは開発から普及へ移行

令和元年～ 2年度「日本語教育人材養成・研修カリキュラム等開発事業」
⇒ 令和3年度「日本語教育人材の研修プログラム普及事業」

定員20名⇒70名に拡大 北海道から沖縄まで、全国8ブロックが対象



受講生は、日本語学校や地域日本語支援に携わる方々を中心に、
ほとんどが日本語教育関連の資格保持者



受講生と難民との関わり

難民を知り、関心をもつ方々
難民と難民に対する日本語教育についての知識はほぼ
ゼロの状態から受講開始。すべての知識、難民当事者と
の出会いを新鮮に受け止め、吸収中。

難民への日本語学習支援入門期の方々
地域在住外国人への日本語教室等で、すでに難民が
身近にいるが、難民への日本語学習支援の経験は浅い、
あるいは、これから携わろうとしている。現場に照らして
知識、理解を深めつつ受講している。

難民への日本語学習支援をさらに深めたい方々
すでに難民、また地域在住外国人への日本語学習支援の
経験が長く、問題意識がある。自らコーディネータである
場合も含み、現場の課題を解決する目的・意志を持って
受講している。



研修講座の概要

理解編（34単位時間）

期間： 令和3年7月7日～11月6日

原則毎週水曜日18時～19時半

月1回土曜日13時～16時10分（含休憩）

時間数： 60単位時間 （1単位時間＝45分）

会場： Zoomによるオンライン講座

実践編（26単位時間）



当事者の声

事前動画配信

↓

質問提出

↓

当日オンライン上で
当事者が直接回答

（その場での質疑応答も）

質疑

応答

振り返り

シート

フォロー

アップ

事前資料

講座のねらいを共有

講座

各講座と事前・事後のフォロー

※「理解編」修了時に第1回レポート提出



前半「理解編」 主に難民政策、難民教育・支援の最前線にいる専門家、実践家、難民自身による
講義やワークショップを通し、難民への知識と理解、共感力を育む。



前半「理解編」 主に難民政策、難民教育・支援の最前線にいる専門家、実践家、難民自身による
講義やワークショップを通し、難民への知識と理解、共感力を育む。



今回特に印象に残ったのは、「難民の自立支援が大事」という
ことです。 （略） 彼らがただ支援を待つのではなく、自ら生活
を築いていき社会の一員になっていくということが、本人にとっ
ても、受け入れる社会にとっても、双方が目指すべきところだ
と感じました。

受講生の振り返りから

インドシナ難民の方への「日本で生きていくための日本語」
「第二の母語としての日本語」としての日本語指導には、潔
い覚悟と運用力につながる楽しさを感じました。現在では、
日本にいる多くの生活者としての外国人の日本語指導に、
大変参考になっていると思います。

彼女の1時間にわたる動画と当日のQ&Aを通して、ロヒン
ギャ女性がより身近になった。とくに地方都市で生活する
ムスリムの女性が置かれている状況 （略）について、こ
れらを何とかするべく、女性のための日本語教室や子ど
もの学習支援の場を立ち上げたカディザさんは本当に素
晴らしいと思う。



あるテーマに関し、互いに考えを述べ、コミュニケーションの中で
価値観の違いに気づき、それを受容する。そして自分に変容が起
こる。これこそが言語活動の本質だと思う。（略） 第二言語をなぜ
勉強するのかという本質に迫った言語教育の形だと思った。

受講生の振り返りから

「多様性は社会全体を豊かにする」は、私自身もいつもキー
ワードとして考えていることですが、夜間中学という場に集ま
る方々は学習の機会を本当に必要としている人たちで、可能
性や伸びしろがとても大きい人たちであるという意味で、個々
人の学習権保障の意味合いだけでなく、日本にとっても力を
入れるべきことなのだろうと思いました。

これまでは、外国人の方だけが日本語を勉強したり、仕事を覚えたり
など、外国人だけに課題解決を求めるような日本語教育でしたが、こ
れからは、企業も学んでいかなければならないということを学びました。
日本語教育は、外国人と社会（企業（で働く人））をつなぐ役割が求めら
れているのではないかと、強く思うようになってきました。



後半「実践編」 難民への日本語教育を長年担当してきた教師の下での演習、難民中心の

「生活日本語教室」 などの実践例紹介や参加等を通し、実践力を養う。



後半「実践編」 難民への日本語教育を長年担当してきた教師の下での演習、難民中心の

「生活日本語教室」 などの実践例紹介や参加等を通し、実践力を養う。

※「実践編」修了時に第２回レポート提出



今年度、研修担当講師育成研修を実施

期間： 令和3年11月27日～令和4年2月19日
原則土曜日13時～16時10分（含休憩）

時間数： 40単位時間

（1単位時間＝45分）
会場： Zoomによるオンライン講座

但し、2月10日（木）～11日（金）に

スクーリングを予定。（於 AJALT)
定員： 10名

対象： 2019年度・2020年度・2021年度いずれかに

文化庁委嘱「難民への日本語教育初任者

研修」を修了された方/修了見込みの方



研修担当講師育成研修プログラム概要

難民への日本語教育の知識・技能・姿勢を

より深く養うため、少人数のワークショップ形式で

行います。

受講生相互の主体的な学びを、日々難民への

日本語教育に取り組む講師陣がサポートします。



ありがとうございました

公益社団法人 国際日本語普及協会


